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A. 研究目的 

2014年より小児がん診療に関する医療

の質を表す指標（Quality Indicator: QI）

を全国の小児がん拠点病院において算定

してきた。今回、小児がん拠点病院に加え

て、新たに中国・四国ブロックを含む全国

の小児がん連携病院においても QI を算

定することを計画した。 

各施設で算定された QI を集計・比較す

ることで小児がん医療提供体制の質の評

価を行い、医療体制を充実させていくこ

とを目的としている。 

 

B. 研究方法 

本研究では、指標検討ワーキンググル

ープを立ち上げ、拠点病院 QI をベース

として、小児がん連携病院についての 21 

項目からなる新たな指標（小児がん連携

病院 QI）を策定する。本研究では、各小

児がん連携病院において策定した小児が

ん連携病院 QI を算定し、診療施設ごと

の小児がん医療の現状を比較・集計する

ことによって小児がん医療提供体制の質

の評価を行う。 

中国・四国ブロックにおける小児がん

連携病院 QI の集計に関しては広島大学

病院が担当し、小児がん中央機関に集計

データを提出する。小児がん中央機関は、

全国のデータを解析し、小児がん連携病

院に報告する。 

本研究は個人情報を含まない既存資料

のみを用いた観察研究であり、研究対象

者からインフォームド・コンセントを受

けることを必ずしも要しない。本研究実
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施に関する情報をポスターで公開すると

ともに各研究施設においても情報公開を

行い、研究参加の拒否の自由について保

障する。本多施設共同研究の倫理審査に

ついては、研究主施設である国立成育医

療研究センターの倫理審査委員会での一

括審査もしくは各施設での倫理審査での

承認を得ることとする。また、結果の公表

は、施設名を明示せずに行う。 

 

C. 研究結果 

小児がん拠点病院の医師・診療情報管

理士等からなる指標検討ワーキンググル

ープにおいて病院基本情報、診療情報か

らなる 21 項目の小児がん連携病院QIを

策定した。 

中国・四国ブロックにおいてはカテゴ

リー1（地域の小児がん診療を行う病院）

に属する全 15 施設が本研究に参加する

こととなり、研究主施設の倫理審査委員

会での一括審査による承認を得た。 

次年度の連携病院 QI 算定にあたり、中

国・四国ブロックを含む全国の連携病院

を対象として説明会を開催した。 

 

D. 考察 

これまで小児がん拠点病院において 

QI 算定を継続的に行い、施設間におけ

る指標の比較や経時的な指標の推移を確

認してきた。今回の研究では全国 100 余

りの小児がん連携病院を対象として QI

算定を行い、小児がん拠点病院と同様に

小児がん医療の質を評価することを目的

とした。 

連携病院 QI では病院基本情報、診療

情報からなる 21 指標を策定した。この

指標には小児がん拠点病院では達成でき

たとされた指標や拠点病院との連携状況

についての指標も含まれている。 

中国・四国ブロックにおいてはカテゴ

リー1 に属する全施設が本研究に参加す

ることになった。中国・四国ブロックは

一施設あたりの症例数が少なく、医療ス

タッフも限られている施設が多いため、

算定した QI を施設間で比較することに

より、充実した医療体制の構築や診療内

容の向上に繋がることが期待される。 

 

E. 結論 

中国・四国ブロックではカテゴリー1

に属する全施設が本研究に参加すること

になった。次年度より算定する QI を施

設間で比較することにより、充実した医

療体制の構築や診療内容の向上に繋がる

ことが期待される。 
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血液・がん学会 2020 年 11 月 20 日-

22 日 福島 

 

H. 知的財産権の出願・登録状況 

1. 特許取得 

 該当なし 

2. 実用新案登録 

 該当なし 

3. その他 

 該当なし 

 

 

 


